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HIDIC80オペレーティング システム
The Operating SYStem for H】DIC 80

制御用計算機の適用分野の拡大,多様化に伴い,制御用としてのオンラインリア

ルタイム性,あるいはシステムの信頼性に加え,昆頁著な委細】としてシステムの保守,

拡張及びソフトウェア生産コストの増大が問題となってきている｡

日立製作所はいち早くこの動向をとらえ,HIDICシリーズ ソフトウエアに対応

機能を反映してきたが,HIDIC80では飛躍的な保守拡張性の強化を目標として,

システム基本思想であるモジュール化技ブ去をオペレ"ティング システムにも徹底す

るとともに,言語,デバッグ機能の強化とプログラム構造の統一によりソフトウェ

ア生産性の向上を図っている｡

□ 緒 言

ここ十数年,計算機制御の適用分野の拡大と多様化に伴し､,

各適用対象に最適なシステムを構成できるようにするため,

制御用計算機のシリーズ化が進められてきた｡しかし,この

結果,(1)機種の違いによりハードウェア,ソフトウェア共に

保守員が各計算機に張り付けになる,(2)プラント全体の生産

効率,運用効率の向上という観点から,分散システムの統イナ

を図るうえで機相聞のミス マッチングが発生する,(3)被制御

対象の時系列的拡張に対し計算機の拡張限界がネックとなる

など,機種の還し､によるシステム保守,建設,拡張コストの

増大が顕在化してきている｡また,システムに占めるソフト

ウェア コストはますます増大する傾向にあI),ソフトウェア

生産件の向_Lが強い要求として表面化してきている｡

このような計算機制御システムに対するニ【ズに対処する

ため,.HIDIC 80(以下,H-80と称する)ではプラント デー

タ ベースと名付けた計算機制御システムの定式化を軸に,

モジュール化技法をシステムフ娃本思想として定めた｡この基

本思想を基に,H-80オペレーティング システム(以下,OS

と略す)の開発基本方針を次のように定めた(図1)｡

(1)OSのモジュール化と制御思想の統一

OS自体を,基本部を中心に機能単位のモジュールを積木

細工のように横み+二げるビルディ ング ブロック方式とする｡

これにより多彩なシステム ニーズに対し必要な機能だけを持

つ最適,かつコンパクトなO Sを提供するとともに,小形か

ら大形,更にはマルチ コンピュータ システムに至るOS制

御思想の統一一を実現し,ユーザーにおける保守･教育の省力

化及びシステムの答易な拡張性を図る｡

(2)制御用OSとしての性能の強化と機能の拡充

制御用O Sとして第一に要求される性能は,いかに迅速に

被制御対象の変化に応答するかというリアルタイム性であり,

このため,優先制御方式,メモリ管理方式の改善を閥F),更

にスケジューリング機能の強化によりシステム資手原のノ使用効

率を増大させて,システム処理性の向上を図る｡

また,システムの信頼件確保もますます重要な要素となr)

つつあり,このため,ハードウェア障害に対するフェイル ソ

フト機能,ハードウェア障害の統計管理機能,更に各種リソ

ースのバックアップを含む高信頼化システムを容易に建設で

きる構成制御機能の拡充を図る｡
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OSの開発基本方針 H-800Sは,H-80システム基本思想

を基に小形から大形システムに至る制御思想の統一を保ち,保守性及び拡弓長性

の飛躍的向上を目指Lた｡また,プログラム生産機首巨の強化により,高いソフ

トウエア生産性実現を目的とLている｡

(3)アプリケーション プログラム生産性の向上

制御用計算機でのアプリケーション プログラムの生産は,

単に個々のプログラムを作成するという狭義のものだけでは

なく,個々に作られたプログラムを複数個結合し,更にオン

ライン システムとして組み上げるまでの過程を考える必要が

ある｡更には,被制御対象の増設,あるいは制御方式の変更

に伴う再配置及び修正を極少にとどめ得ることも重要である｡

このため,言語としては制御用高級言語Process ControI

Language(以下,PCLと略す)を主言語とし,プログラムの

分割作成と分割モジュールの繰返し使用を容易にする保管,

結合システムの強化を図る｡また,前記モジュール操作及び

実稼動システムでのメモリ効率を高めるため,プログラム構

書
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造をすべてリロケータブル,かつリエントラントに統一する｡

更に,デバッグ機能を豊富にし,オンライン メモリ管理の柔

軟性を高め,プログラムのテスト及び変更効率を高める｡プ

ログラム生産手段としては,ターゲット システム自体のオン

ライン空き時間を利用するバックグラウンド処理システムの

ほか,高能率センタ システム,あるいは大形汎用計算機の利

用システムを備え,多様なニーズに対処する｡

臣I H-80 0Sの体系

H-80用OSは図2に示すように,オンライン処理を管理す

るオンラインOS,オンラインでの7dログラム デバッグ,メ

モリ配置,7∂ログラムやデータのローディ ングをサポートす

るオンライン保守システム及びオンライン空き時間を利用し

てプログラムの作成テストを処理するバックグラウンド シス

テムから構成される｡更にプログラム作成支援として,HIDIC

700とH-80の複合構成より成り,高度なテスト デバッグ機能

を備えた高能率センタ システム,このセンタを電話回線を通

して利用できるリモート デバッグ システム(RDS),更に

ユーザー保有の大形計算機を利用してクロスコンパイル/アセ

ンブル,テストが可能なプログラム デバッギング システム

(PDS)を備えた｡

l田 オンラインOS

オンラインOSは図2に示すように,コア オンリー シス

テムをサポートする基本部を中心に,各種オプション モジュ

ールの付加により次の拡張性を備え,これらの組合せにより

多様な複合システムを構成できる｡

(1)大容量処理

コア分割制御モジュールの付加により,磁気ドラム,ある

いは磁気ディスクを補助メモリとするシステムへ,更にマル

チ システム モジュールと負荷分割制御モジュールを付加す

ることにより2台以上の計算機を用い,互いに情報の連絡を

行ないながら負荷を分担するシステムへと拡張でき,大規模

システムの構成が可能である｡

(2)高信頼度

マルチ システム モジュールと構成制御モジュールにより,

デグラデーション,乃台の計算機に対し1台のバックアッ70

を持つ経済的な乃:1バックアップ システム,磁気ドラムや

磁気ディスクのバックアップ制御など,高稼動率システム構

成を目的とする｡

(3)大容量情報処理

大容量情報を扱うシステムに用いられ,コアメモリ,磁気
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図2 H一郎 OSの体系 H-80オンラインOSは処理性信頼性,情報量,広域性 保守性など,多方面へ

の拡張性を備えている｡また,プログラム開発サポートは,実横でのバッグ グラウンド システムのほか,他機

種によるプログラム作成支援システムを備えた｡
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ドラム,磁気ディスク,才滋気テープなどのアプリケーション

データを統一的に扱う手段を提供する｡このシステムは,論

理レコード単位のシリアル/ダイ レクト アクセス サポート

(DMS)と更に高度なファイル編成法,データ間の関連性サ

ポート(ADHOC)と大きく二つに分けている｡

(4)広 域化

通信回線,あるいはデータ フリーウェイ(以下,DFWと

略す)のアクセス モジュール,更には通信路を意識すること

なく端末の入出力機器,あるいはプログラムとの交信が可能

なネットワーク制御モジュールを備えている｡

(5)保守性

システム内のハードウェアの故障統計,システム内資i原の

ユーティリティ統計を取り,システムの保守,拡張資料を提

供する｡

3.1 オンラインOSの基本機能と特長

制御用オンラインOSは図3に示すように,制御対象に働

きかけるアプリケーション プログラム(以下,タスクと略す)

と制御対象との中間に位置し,タスクの要求処理内容を制御

対象へ伝える機能と,制御対象の状態(プラント データ)をタ

スクへ伝える機能を果たしている｡したがって,オンライン

OSに要求される機能は,(1)タスクを必要に応じて制御する

タスク管理,(2)タスクの要求に応じて入出力機器を制御する

入出力管理,(3)実時間を実現するタイマ管理,(4)各機器の異

常を制御するシステム管理が基本となる｡次にH-800Sの各

機能の特長を述べる｡

(1)タスクの概念

従来,プログラムそのものがタスクに1対1に対応してい

たが,これを分離し,複数の計算機に定義づけられたタスク

が同一のプログラムを共有できるようにし,補助メモリ利用

効率とプログラム保守性の向上を図った｡

(2)タスク管理

システム構成の柔軟性を確保するため,タスク番号とタス

クの優先順位とを分離し,更にプログラムによるタスク優先

度のダイナミックな変更が可能なオプション モジュールを備

えた｡更にコア分割制御については,非退避方式からダイナ

ミック アロケーション方式まで5方式の制御モジュールを備

え,多様性を持たせた｡また,タスクの同期制御にはイベン

ト コントロール方式を採用し,きめ細かな制御を可能にした｡

(3)入出力管理

人出力装置の指定は物理的番号そのものではなく,半論理

番号であるファイルNo.に統一し,アプリケーション プログラ

ムの可搬性を持たせた｡また,磁気ドラムや磁気ディスクな

どの高速入出力装置に対しては,専用の待ち行列を備え,シ

ステムの処理性向上を図った｡

(4)タイマ管理

内部管理テーブルをすべて時刻起動に変換し,最も近い時

刻までの時間をハード タイマにセットする方式を寺采用し,誤

差を1ms以内とした｡更に時刻待ちテーブルをプール制とし

すべてのタスクで共用できる方式とし,コア答量の削減を図

った｡

(5)システム管理

各機器に対応したインターミッチット エラーのリトライ処

理,各機器単位の終了時間監視,タスク単位のループ監視,

機器単位のエラー回数,使用回数統計,タスク,計算機,補

助メモリの負荷率統計,サイクリックな処理経過記録,更に

ハードウェアのオンライントレース機構を通じた命令ステッ

プ単位のタスク経過記録など,各種のモジュ+ルを備え,シ

処理プログラム
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図3 オンラインOSの基本機能 オンラインOSは,処理プログラム

と制御対象の中間に位置L,処理プログラムの要衷を効率よく制御対象へ伝え

る役割を果たLている｡

己自 診断

巾

構
成
制
御

(
含
む
回
復
)

､/グロー′勺レメモリサボ‾ト

ト･-･相互監視
/

＼■

＼
‾

′ヽ
/ ＼ /

/

‾‾-‾諒丁認諾芸ミ諾蒜諒と
/

/

ヽ

､鰐転｢1_?＼＼､
し､線･.封8潮ノ

･流感ニテ=モここ‾く/`‾･
′▲

T T＼Ⅰ/0の接続管
l l

､､･封-8 蜘
′′

`}エ､∵■､′_

て‾‾‾-‾‾‾一/
共有Ⅰ/0の管理工房.モ■ノを.ご用つ預言買草花

訪≡鷲真宗己

ほか

ー共有ファイルの管理,ファイルの二重書き

注:CPU=中央処理装置

MAC二=マルチアクセスコントローラ

LX=リンケージXパス

Ⅰ/0=Input/Output

SX=スタティック×バス

DX=ダイナミックXバス

図4 マルチ システムのサポート マルチシステムは,グローバル

メモリを中心に複数台の計算機を配置L.パックアップを備えた高信頼化シス

テム,あるいは計算横間で負荷を分担する大容量処理システムを実現する｡

ステムの監視,信頼性向上及びプログラム バグの早期発見を

可能にしてし､る｡

3.2 マルチ システム サポートPSの寸幾能と特長

H-80マルチ システム用OSの機能を区14に示す｡

(1)構成制御と回復処理

構成制御は,システムの中に必要な資源のバックア､詫プを

あらかじめ設置しておき,資源の障害時にバックアッナに切

り換え,システムの停止期間を最小限にするための処理であ

る｡OSには計算機,補助メモリ,入出力機器に対応して構

成制御モジュールを備えており,系切換えの自動化,れ:1

バックアップ制御,更には切換え時のデータの連続性を保証

する手段を提供する｡

一方,回復処理は,切り離された資源を再度自動的に,し

かもオンライン処理を妨げることなく投入するものである｡

(2)グローバル メモリ サポート
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プラント イメージ,制御パラメータなど計算機間にまたが

って使用されるグローバル データのアクセス法,及び計算機

間で共有するために必要な排他的制御をサポートする｡

(3)自己診断

各計算機の障害を早期に検出し,システムの稼動率を高め

るため,オンラインの空き時間を利用して各種命令,ハード

ウェア機能をチェックする｡

(4)相互監視

自己診断により正常と判定された計算機から,他の計算機

の正常/異常を計算機間コミュニケーションにより監視する｡

(5)計算機間コミュニケーションと他計算機タスクの制御

これは負荷分割処理をサポートする機能で,複数の計算機

間でデータを交換したり,タスクの起動･停止などを制御す

る｡

(6)共有資源の管理

複数計算機間で共用する資源の排他的使用及び待ち管理な

どの制御を行なう｡

(7)ファイルの二重苦き

二重化したファイルに,同時に二重苦きする機能で,ファ

イル ダウンに備える｡

3.3 ネットワーク サポートOSの機能と特長

ネットワークOSは,通信回線あるいはDFWを介し,広

域に分散した端末装置,H-80システム,H-80の下位機種で

あるHIDIC O8システムを結合し,統合システム実現を目指

したものである｡この構成は基本OSに通信制御管理(BC

AM),あるいはDFW管理モジュールを付加し,更に,ネッ

トワークOSモジュールを付加することにより,単一計算シ

ステムと同じ入出力制御,タスク制御インタフェースを実現

する｡DFWによるシステム構成例を図5に,ネットワーク

O Sのサポート機能を表lに示す｡

3.4 ファイル制御モジュールの機能と特長

大容量情報処理モジュールは,制御用という観点から,基

本的なファイル処理機能を備えたコンパクトなデータ管理シ

ステム(Data Mana如ng System:DMSと略す)と更に制

御用としてのオンライン応答性及び信束副生を維持しつつも,

DMSの上位システムとして,種々のファイル編成法とデー

タリンク機能を備え,これを自由に組み合わせることにより

各適用システムに合ったデータ ベース システムを容易に構
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入出力装置へのアクセス共有管理

注:DFW=データフリーウェイ

図5 ネットワーク システムのサポート ネットワークシステム

は.広域に分散した計算機と端末装置とを伝送ラインで相互に結合L,統一思

想で全体の統合を図るものである｡
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表l ネットワークOSのサポート機能 ネットワークOSは,総合シ

ステムの相互会話機能をサポートするだけでなく,保守,プログラム作成の集

中化による省力化サポート横能を備えている｡

項 目 説 明

プログラミング H-08プログラムのアセンブル.コンパイル,リンク

サポート エディットをH-80にて行なう｡

メッセージ交換 H-80.H-08タスク相互間でのメッセージ交換

入出力装置への H-08に接続された入出力装置をH-80からアクセスで

アクセス きる｡

入出力装置の H-08に接続された入出力装置へH-80からアクセスす

共有管理 る場合の排他制御

タスクの制御
H-08内のタスクに対してH-80から起動,起動禁止,

及び起動禁止解除などを行なう｡

ネットワーク

リソースの制御
ネットワーク内リソースの組込み,切離L制御｡

エラー メッセ ネットワーク内で発生したエラーをH-80にて1枚集L,

-ジの出力 エラー メッセージを出力する｡

プログラム保守 H-08プログラムのデバッグサポート

RASサポート エラーの検出と再試行及び代替経路への自動切換｡

注:RAS=Reliab川ty,Availability,Serviceab‖lty

Data Handler for Online ControIUse:ADHOCと略

す)との2システムを備えた｡図6に両システムの機能と構

成を示す｡

田 オンライン プログラム保守システム

オンライン プログラムの保守には,(1)コア,孝義気ドラム及

び磁気ディスクのプログラム,データ領域の定義付け,領域

へのプログラムやデータの登録などのメモリ管理機能と,(2)

オンラインでのプログラム デバッグを能率よく進める機能が

必要である｡これらの機能をまとめた保守システムをマン マ

シン コミュニケーション システム(MCS)と呼んでいる｡本

システムは既に定評のある従来HIDICシリーズ用MCSを基に,

更に次のような点を強化し操作性及び保守性の向上を図った｡

本システムの全体機能を図7に示す｡

(1)メモリ領域の配置機能を本システムに持たせ,オンライ

ンでのシステム変更を容易にした｡

(2)プログラム,データのメモリ領域への登録を自動化し,

煩雑なメモリ マッピング作業を不用にした｡

(3)プログラム削除により生ずるメモリ上の空き領域を自動

的に詰める機能を持たせ,利用効率と保守性の向上とを図った｡

(4)デバッグに有効な浮動小数点ダンプ/変換,入力データと

入力結果との比較照合機能などのユーティリティを強化した｡

■l プログラミング システム

既に述べたように,他計算機による多彩なプログラム作

成支援システムを備えるとともに,実機でのバックグラウ

ンド処理システムにも,高能率なプログラム作成システム

(Time Sbarimg Executive System:以下,TSESと略す)

と,簡易な紙テープベース,アセンブラ ベースのプログラ

ム作成システム(On】j.ne Assembler:OLAと略す)の2種

を備えた｡このうち,TSESは制御コマンドに至るまで他計

算機によるプログラム作成支援システムと互換性を持たせて

おり,以下,TSESを中心にプログラミング システムの機

能と特長を述べる｡
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ファイル保守

0ファイル内容の印字

○ファイルのコピー

○ファイル領域のコンプレス

0ファイル内容のエディット

○ファイル内容のダンプ

0ファイル内容のロード

○ファイルのイニシヤラズ

0その他

ユーザー プログラム

‡

ファイル編成法 データリンク法

OBAM/DAM/PBAM oチェーンリンク

SAM/LIST/CYCLIC o独立リンク

PSAM/PLIST

暮

ファイル領域管理

0自動割当て

○マルチエクステンドファイル

0ミックスボリュームファイル

ファイル管理

0ファイル定義

0ダミーファイル

領域管理 装置管理

0領域分割 ○ニ重系デバイス

注:ADHOC=Advanced Data Hand】er for Online Use

DMS=Data Management System

IOC=Input Output Control

アクセス制御

○ブロッキング/デブ

ロッキング

ロバッファ プール

○ロケートモード/

ムーブモード

l

アクセス制御

0固定長ブロック転送

ファイル保護

0アクセス権のチェック

0ニ重系ファイルの

リカバリ

異常処理

○交代トラック処理

0ボリュームイニシャライズ 0再試行

磁 気

ドラム 宙
図6 ファイル制御モジュールの機能と構成 ファイル制御は,基本機能を備えたコンパクトなDMS

と容易にデータ ベース システムを構築できるADHOCの二つに大きく分割Lた｡

サービス概要

プログラム管理棟範

基

本

枚

能

拡

張

検

能

プ臼ダラみヂバ･7グ機能

プログラム保守横能 一■

ファイル保守機能

ボリューム保守稔能

■-
ユーティリティ機能

注:MCS=Man Machine Communicatjon System

プログラムの登毒景,

削除

サブルーチンの登釜曇,

削除

データの登臥削除

相対アドレスによる

ダンプ,パッチ

コアドラムのダンプ.
パッチ

10進く→16進変換

マップ出力
アセンブラパッチ

プログラムダンプ

ファイルのダンプバ

ッチ

ファイルのコピー

空プログラムエリア

のパッチ

ボリュームのイニシ

ャライズ
ボリュームのアロケ

ー:/ヨン

ボリュームのダンプ,
パッチ

FLOATINGダンプ

16進←→FLOATING
表示変換
磁気ドラムの内容と

入力媒体との比較

図7 オンライン プログラム保守システム(MCS)の機能 オン

ライン プログラム保守に必要なデバッグサポート及びメモリの保守,管理機

能は.従来HIDICで定評のあるMCSを基に,H-80では更に機能の強化による操

作性,保守性の向上を図った｡

磁 気

テープ

ADHOC

DMS

IOC

5.1 プログラム構造

既に述べたシステムの統一思想,システムの拡張性を維持

するためには,プログラム構造を統一することが重要である｡

更に,プラント データ ベース思想から,プログラムの手続

部とデ¶タ部とを分離することが必然的に必要となり,更に,

メモリ効率を向上し,マルチ システムでの構成制御を容易に

するためには,プログラムのりロケ一夕ブルな構造が望まし

い｡したがって,H-80のプログラムはすべてベース レジス

タによるリロケータブル,かつ手続部とデータ部とが分離し

た構造に統一した｡この結果,すべてのプログラムがリエン

トラントになるとともに,補助メモリ上に一つだけ置いたサ

ブルーチンのタスク問での共用,コア メモリで必要なプログ

ラムのデ【タ作業エリアを補助メモリから容易に排除できる

など,メモリ効率が大幅に向上する｡

5.2 プログラム言語

H-80用言語はPCLのほか,特殊な′ト形プログラムの記述

を目的としてアセンブラを備えている｡

(1)pcL

PCLは,言語形式としてFORTRANをベースに次に示す

制御用として特に必要な言語仕様の強化を図り,昭和47年に

従来HIDIC用として開発した制御用高級言語である｡

(a)IMPLICIT文の導入,(b)構造指定による階層形式データ

文,(C)豊富なビット処理機能,(d)タスク間にまたがるコア,

補助メモリ上のデータ量言文,(e)補助メモリ上のデ叩タに対

する仮想メモリの概念,(f)システム交信文の組込み,(g)豊富

な入出力機能,(h)アセンブラ記述プログラムとの容易な結合,

(i)豊富なデバッグユーティリティなどである｡H-80では,

S5
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図8 TSESシステムの構成と処理の流れ
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PCL,ASSは,ソース プロクうムを翻訳してオブジェクト

モジュールに変換する｡これをLEDTが結合Lてロード モジュールとL,更にMCSにより所定のメモリ領i或に格

納された後実行される｡

前項プログラム構造の完全なサポートと,通用実績から得ら

れた経験を基に,従来からの移行性を保ちつつ次のような言

語仕様の強化を図った｡

(a)仮想メモリ空間上での構造体変数宣言文の追加

(b)数ビット長テーブル記述機能の追加

(c)ピクテエア型FORMAT欄記述子の追加

(d)多重代入文

(e)上下限値を持つ宣言子添字

(f)POINTER変数とBASED変数を追加し,テーブルに

よる間接番地指定機能を実現｡

更に,最適化処三塁の強化を図り,制御用として必要なオブジ

ェクト メモリ効率を対アセンブラ比で1.1～1.2としている｡

(2)アセンブラ

H-80アセンブラは,PCLと同様前記プログラム構造をサ

ポートし,言語仕様としては,命令語長の自動調整機能,ベ

ース レジスタの自動割当て機能,タスク問共通データの設定

機能,更には豊富なデータ定義機能などを強化し,記述能力

の向上を図った｡また,アセンブル時のリストには豊富なオ

プション マップを備え,プログラム操作性を向上させている｡

5.3 TSESの構成と考寺長

図8はH-80TSESシステムの構成と処理のi充れを示して

おり,プログラムの生産,保守効率の向上という観点から次

のような機能の充実を図った｡

(1)70ログラム モジュールの標準化サポート

個々に作られる比較的小さなプログラム モジュール(デッ

ク)のコーディングと,これらモジュールを組み合わせてタ

スク プログラムとする結合操作とを完全に分離し,コーディ

ング時に結合結果のタスク構造を意識する必要性を除き,デ

ック単位のコンパイル,あるいはアセンブルきれたモジュー

ル(オブジェクト モジュールと呼ぶ)単位の標準化を可能に

する｡このため,結合操作システム(リンケージ エディタ:

LEDT)にオブジェクト モジュール相互に呼び合う結合名称

の変更取消し機能を持たせるとともに,単純構造から複雑な

オーバレイ構造まで多様なタスク構造を定義できる機能を持

たせた｡

(2)多様なプログラム ライブラリのサポート

コンパイル,アセンブル回数を縮減する,あるいは入力時

間を短縮しプログラム生産に要する計算機時間を最少にする
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-･■計算機内部で自動処理

---●･人手を介して処理する流れ

DCL=P｢ocess ControILa[gUage

ASS=Assembler

LEDT=Li[Okage Edittor

SLU=Sou｢ce Lib｢a】y Update

OMし∪=Object Mod山e Libraly〕pdate

LLU=Load ModuleJibraly Update

MCS=Man Machine Comm]nication

System

目的で,ソース モジュール(プログラム言語で記述されたデ

ック),オブジェクト モジュール及びロード モジュール(タ

スクとして結合されたプログラム)を,耳滋気ドラム,一遍気デ

ィスク,あるいは磁気テー70などの高速メモリに格納してお

く各種ライブラリ システムを備えた｡

5.4 プログラム デバッグ,オペレーション サポート

バックグラウンド処理でのプログラムのデバッグはタスク

単体のテストまでとし,これを能率よく進めるため,メモリ

ダンプ0,テスト データの自動セット機能,入出力シミュレー

タなど従来機能に加え,下記機能を追加した｡

(1)安全フリー ラン

ハードウェアのプロテクション機構を充実し,コア メモリ

才蔵気ドラム及びファイル エリアを完全にバックグラウンド用

として分離し,システム交信に対しては疑似マクロ機能を備

え,オンライン側への影響を完全に排除した高速テスト ラン

を可能にした｡

(2)疑似データ

コア メモリ,磁気ドラム及びファイルのオンライン デー

タをバックグラウンド側ヘコピーする機能を持たせ,煩雑な

テスト用データの準備を簡略化した｡

(3)計算機処理ステップの合理化

コンパイル,リンク,データ セット,ロード,テスト ラ

ンなど各処】璽ステップを独立させ,1回のプログラムのコン

パイルで幾つかのデータに対するテスト ランを繰り返すこと

を可能にし,処ヨ型ステップの合理化を図った｡更に処理ステ

ップ制御に前ステップのエラー判定スキップ機能を持たせ,

無効ステップを飛び越すことを可能にした｡

l司 結 富

貴近,制御用計算機の分野でも,ユーザーのソフトウェア

に対する関心が強まっており,要求も多様化してきている｡

特にシステムの拡張性,保守性及び信頼性とソフトウェアの

生産性の向上とが強く望まれている｡H-800SではHIDICシ

リーズの経験を基に,これらニーズの実現に努め,各種機能

の整備を図った｡

しかし,システムは今後ともとどまることなく発展生長し

て行くものであり,新しい要望,新しい技術に即応すべく,

不断の努力と改善を積み重ねていく考えである｡




